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２０２４年 8 月発行 

７月の病気      熱 11 人／9 日  昨日の熱 3 人／3 日 咳 2 人／2 日  大事取り 3 人／3 日  胃腸炎 1 人／5 日  

溶連菌 3 人／6 日  手足口病 8 人／11 日  コロナ 3 人／９日   

 

 

 

 

夏真っ盛り。夏季休暇中の旅行では、急な病気や移動中のトラブルに対応できるよう準備をしましょう。休み明け

には楽しかった出来事を聞かせてくださいね。 

・原因は？A：平衡感覚の異常

平 衡感覚 は耳の奥にある三半規管が感知する動きと、目からの

情報が小脳で整理されることによって保たれています。乗りものの

動きや揺れで情報が混乱して起こります。 

・症状は？…胃のむかつき、吐き気、冷や汗など。平衡

感覚が乱れると、自律神経（呼吸やさまざまな内臓の働きなどの機

能を調節している神経）のバランスがくずれるため、さまざまな症状

が現れます。 

・３つの対策①体調 を整える。…満腹、空腹時の乗車を避ける。

十分な睡眠をとる②におい対 策…可能なら窓を開けて換気を。香

りの強い芳香剤なども避ける。③ 座 る場 所…バスの場合は、タイ

ヤの上など揺れが伝わりやすい座席を避ける。車内の様子しか見

えない後方や通路側の座席より、進行方向の遠くの景色がよく見え

る座席がおすすめ。目から入る情報と体が感じる「前へ進む動き」

が一致しやすいほうが酔いにくくなる。列車の場合は、進行方向に

顔を向ける側に座るほうがよいでしょう。 

・メンタルも関係…乗り物酔いの記憶で似た症状が出やす
くなる。気を紛らせる工夫が有効。ただし、動く車内で手元や画

面を見つめる読書やゲーム、テレビ視聴などは逆効果。 

 旅行中の 乗り物酔い 

 

緊急性が高い症状で迅速な救急出動につ

ながる。医療機関・受診のタイミングを教えてもらえ

る。受付時間は２４H３６５日の地域が多い。 

 急な発熱・嘔吐・けいれん等  

判断に困ったら

酔い止めの市販薬…自律神経に働き、乗りもの酔い症状を予防・緩和。

子ども向けのフルーツ味のドロップタイプなど販売されています。概ね５

歳以上から大人まで、移動中でも水なしでラムネのように噛めるタイプも

あります。酔ってしまったら乗りものを降りる、衣服を緩めて水分補給を

する、横になる、遠くの景色を眺めるなどしてみましょう。 

 

 
 

 
警報レベルが続いています。 


